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(57)【要約】
　パケット交換基盤のネットワークにおける複数のコア
ネットワーク（ＣＮｓ）間３レイヤ３（Ｌ３）ハンドオ
ーバを遂行する方法及び装置を提供する。端末（ＵＥ）
は、セル情報を含む測定報告メッセージを旧無線アクセ
スネットワーク（ＲＡＮ）に送信する。旧ＲＡＮまたは
新ＲＡＮは、Ｌ３ハンドオーバを遂行するか否かを判定
する。Ｌ３ハンドオーバが要請される場合には、新ＲＡ
Ｎと新ＣＮとの間でトンネルが確立される。ＵＥは、新
ＲＡＮと旧ＣＮとの間でトンネルを確立せず、旧ＲＡＮ
から新ＲＡＮへのハンドオーバを遂行する。ＵＥの移動
を感知した新ＲＡＮは、Ｌ２ハンドオーバ完了メッセー
ジを旧ＲＡＮに送信する。その後、新ＲＡＮに移動した
ＵＥは、新ＩＰアドレスを取得し、Ｌ３ハンドオーバを
遂行した後に、新ＲＡＮを介して新ＣＮと通信する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末（ＵＥ）にアクセス可能な複数の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮｓ）と、複数
の無線アクセスネットワークをインターネットプロトコルを介して外部ネットワークに接
続するための複数のコアネットワーク（ＣＮｓ）と、から構成されたパケット交換基盤の
ネットワークにおける複数のコアネットワーク間ハンドオーバを遂行する方法であって、
　前記ＵＥが旧ＲＡＮから新ＣＮに属している新ＲＡＮに移動する場合には、前記旧ＲＡ
Ｎを介して旧ＣＮに接続された前記ＵＥがセル情報を含む測定報告メッセージを前記旧Ｒ
ＡＮに送信するステップと、
　前記旧ＲＡＮ及び前記新ＲＡＮのうちの少なくとも１つが、レイヤ３（Ｌ３）ハンドオ
ーバが前記ＣＮ間で遂行されるものであるか否かを判定するステップと、
　前記Ｌ３ハンドオーバが前記ＣＮ間で遂行されるものと判定される場合には、前記新Ｒ
ＡＮと前記新ＣＮとの間でトンネルを確立するステップと、
　前記新ＲＡＮが前記旧ＣＮとの間でトンネルを確立せず、前記ＵＥが前記旧ＲＡＮから
前記新ＲＡＮへのハンドオーバを遂行し、前記ＵＥの移動を感知する際に、前記新ＲＡＮ
がレイヤ２（Ｌ２）ハンドオーバ完了メッセージを前記旧ＲＡＮに送信するステップと、
　前記ＵＥが、前記新ＲＡＮに移動した後に、前記新ＣＮで使用する新ＩＰアドレスを取
得し、前記Ｌ３ハンドオーバを遂行し、前記新ＲＡＮを介して前記新ＣＮと通信するステ
ップと、
を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップは、
　前記旧ＲＡＮが、前記測定報告メッセージに応じたハンドオーバ要請メッセージを前記
新ＲＡＮに送信するステップと、
　前記新ＲＡＮが、前記ハンドオーバ要請メッセージに応じて、前記Ｌ２ハンドオーバの
受諾を示すハンドオーバ命令メッセージを前記旧ＲＡＮに送信するステップと、
　前記旧ＲＡＮが、前記新ＲＡＮのアドレスを前記ハンドオーバ命令メッセージに挿入し
、前記新ＲＡＮのアドレスを有する前記ハンドオーバ命令メッセージを前記ＵＥに伝達す
るステップと、
　前記新ＲＡＮが、前記ハンドオーバ要請メッセージを前記旧ＲＡＮから受信した後に、
前記ＵＥのＩＰアドレスを前記新ＣＮのＩＰアドレスと比較することにより、前記Ｌ３ハ
ンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップと、を含むことを特徴とする請求項１
に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップは、
　前記旧ＲＡＮが、前記測定報告メッセージに応じて、前記ＵＥのＩＰアドレスを前記新
ＣＮのＩＰアドレスと比較することにより、前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを
判定するステップと、
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるものと判定される場合には、前記旧ＲＡＮが前記Ｌ
３ハンドオーバを要請するハンドオーバ要請メッセージを前記新ＲＡＮに送信するステッ
プと、
　前記新ＲＡＮが、前記ハンドオーバ要請メッセージに応じて、前記Ｌ２ハンドオーバの
受諾を示すハンドオーバ命令メッセージを前記旧ＲＡＮに送信するステップと、
　前記旧ＲＡＮが、前記新ＲＡＮのアドレスを前記ハンドオーバ命令メッセージに挿入し
、前記新ＲＡＮのアドレスを有する前記ハンドオーバ命令メッセージを前記ＵＥに伝達す
るステップと、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ハンドオーバ要請メッセージは、前記Ｌ３ハンドオーバの準備を要請するＬ３ハン
ドオーバ指示情報を含んでいることを特徴とする請求項３に記載の方法。
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【請求項５】
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップは、
　前記旧ＲＡＮが、前記測定報告メッセージに応じて、前記Ｌ３ハンドオーバを要請する
ハンドオーバ要請メッセージを前記新ＲＡＮに送信するステップと、
　前記新ＲＡＮが、前記ハンドオーバ要請メッセージに応じて、前記Ｌ２ハンドオーバの
受諾を示すハンドオーバ命令メッセージを前記旧ＲＡＮに送信するステップと、
　前記旧ＲＡＮが、前記新ＲＡＮのアドレスを前記ハンドオーバ命令メッセージに挿入し
、前記新ＲＡＮのアドレスを有する前記ハンドオーバ命令メッセージを前記ＵＥに伝達す
るステップと、
　前記旧ＲＡＮが、前記ＵＥのＩＰアドレスを前記新ＣＮのＩＰアドレスと比較すること
により、前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップと、
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるものと判定される場合には、前記旧ＲＡＮが前記Ｌ
３ハンドオーバの遂行を示すＬ３ハンドオーバ委任メッセージを前記新ＲＡＮに送信する
ステップと、
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ハンドオーバ要請メッセージは、前記Ｌ３ハンドオーバの準備を要請する前記Ｌ３
ハンドオーバ指示情報を含むことを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップは、
　前記ＵＥのＩＰアドレスのプレフィックスが前記新ＣＮのＩＰアドレスのプレフィック
スと異なる場合には、前記Ｌ３ハンドオーバを遂行するものであるか否かを判定すること
を特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップは、
　前記旧ＣＮのＩＰアドレスのプレフィックスが前記新ＣＮのＩＰアドレスのプレフィッ
クスと異なる場合には、前記Ｌ３ハンドオーバを遂行するものであるか否かを判定するこ
とを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かを判定するステップは、
　前記旧ＣＮのＩＰアドレスのプレフィックスが前記新ＣＮのＩＰアドレスのプレフィッ
クスと異なる場合には、前記Ｌ３ハンドオーバを遂行するものであるか否かを判定するこ
とを特徴とする請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＵＥが、前記新ＲＡＮを介して前記新ＣＮへのハンドオーバの完了を示すＬ３ハン
ドオーバ完了指示メッセージを前記旧ＲＡＮに送信するステップと、
　前記旧ＲＡＮが、前記Ｌ３ハンドオーバ完了指示メッセージに応じて、バッファリング
されたデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝達し、前記ＵＥに関するコンテキスト情報を削
除するステップと、
をさらに含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＵＥが、前記新ＩＰアドレスを取得した後に、前記新ＩＰアドレスを前記ＵＥと関
連したホームエージェントに登録するステップをさらに含むことを特徴とする請求項１０
に記載の方法。
【請求項１２】
　パケット交換基盤のネットワークにおける複数のコアネットワーク（ＣＮｓ）間ハンド
オーバを遂行する装置であって、
　旧ＣＮに属し、ハンドオーバを要請する測定報告メッセージを端末（ＵＥ）から受信し
、前記測定報告メッセージに応じたハンドオーバ要請メッセージを生成し、前記ＵＥのた
めのハンドオーバ命令メッセージを受信し、前記ハンドオーバ命令メッセージを前記ＵＥ
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に伝達する旧無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と、
　新ＣＮに属し、前記ハンドオーバ要請メッセージに応じた前記ハンドオーバ命令メッセ
ージを前記旧ＲＡＮに送信し、前記ＵＥのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを
前記新ＣＮのＩＰアドレスと比較することにより、レイヤ３（Ｌ３）ハンドオーバが前記
旧ＣＮと前記新ＣＮとの間で遂行されるものであるか否かを判定し、前記旧ＣＮとトンネ
ルを確立せず、前記新ＣＮとトンネルを確立する新ＲＡＮと、を含み、
　前記ＵＥは、前記ハンドオーバ命令メッセージに応じて、ＲＡＮ間ハンドオーバを遂行
した後に、前記新ＣＮで使用する新ＩＰアドレスを取得し、前記新ＩＰアドレスを用いて
前記Ｌ３ハンドオーバを遂行し、前記新ＲＡＮを介して前記新ＣＮと通信することを特徴
とする装置。
【請求項１３】
　前記新ＲＡＮは、前記ＵＥのＩＰアドレスのプレフィックスが前記新ＣＮのＩＰアドレ
スのプレフィックスと同一である場合には、前記Ｌ３ハンドオーバを遂行するものである
か否かを判定することを特徴とする請求項１２に記載の装置。
【請求項１４】
　パケット交換基盤のネットワークにおける複数のコアネットワーク（ＣＮｓ）間ハンド
オーバを遂行する装置であって、
　旧ＣＮに属し、端末（ＵＥ）からハンドオーバを要請する測定報告メッセージを受信し
、前記測定報告メッセージに応じたハンドオーバ要請メッセージを生成し、前記ＵＥのた
めのハンドオーバ命令メッセージを受信し、前記ハンドオーバ命令メッセージを前記ＵＥ
に伝達し、前記ＵＥのインターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを新ＣＮのＩＰアドレ
スと比較することにより、レイヤ３（Ｌ３）ハンドオーバが前記旧ＣＮと前記新ＣＮとの
間で遂行されるものであるか否かを判定する旧無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と、
　新ＣＮに属し、前記ハンドオーバ要請メッセージに応じた前記ハンドオーバ命令メッセ
ージを前記旧ＲＡＮに送信し、前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かに従って、前記
旧ＣＮとトンネルを確立せず、前記新ＣＮとトンネルを確立する新ＲＡＮと、を含み、
　前記ＵＥは、前記ハンドオーバ命令メッセージに応じて、ＲＡＮ間ハンドオーバを遂行
した後に、前記新ＣＮで使用する新ＩＰアドレスを取得し、前記新ＩＰアドレスを用いて
前記Ｌ３ハンドオーバを遂行し、前記新ＲＡＮを介して前記新ＣＮと通信することを特徴
とする装置。
【請求項１５】
　前記旧ＲＡＮは、前記ＵＥのＩＰアドレスのプレフィックスが前記新ＣＮのＩＰアドレ
スのプレフィックスと異なる場合には、前記Ｌ３ハンドオーバを遂行するものであるか否
かを判定することを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記旧ＲＡＮは、前記ハンドオーバ要請メッセージに前記Ｌ３ハンドオーバの準備を要
請するＬ３ハンドオーバ指示情報を含ませて送信することを特徴とする請求項１４に記載
の装置。
【請求項１７】
　前記旧ＲＡＮは、前記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるものと判定される場合には、前記
Ｌ３ハンドオーバが遂行されるものであることを示すＬ３ハンドオーバ委任メッセージを
前記新ＲＡＮに送信することを特徴とする請求項１４に記載の装置。
【請求項１８】
　前記旧ＲＡＮは、前記Ｌ３ハンドオーバ委任メッセージに前記Ｌ３ハンドオーバの準備
を要請するＬ３ハンドオーバ指示情報を含ませて送信することを特徴とする請求項１７に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パケット交換基盤のネットワークに関し、特に、パケット交換基盤のネット
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ワークにおけるコアネットワーク（Core Network；以下、“ＣＮ”と称する。）個体間の
レイヤ３（Layer 3：以下、“Ｌ３”と称する。）ハンドオーバを遂行する方法及び装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ヨーロッパ型移動通信用グローバルシステム（Global System for Mobile Communicati
ons；ＧＳＭ）及び汎用パケット無線サービス（General Packet Radio Services；ＧＰＲ
Ｓ）に基づき、広帯域符号分割多元接続（Wideband Code Division Multiple Access；以
下、“ＷＣＤＭＡ”と称する。）を使用する非同期方式の第３世代（３Ｇ）移動通信シス
テムであるユニバーサル移動通信サービス（Universal Mobile Telecommunication Servi
ce；ＵＭＴＳ）システムは、携帯電話ユーザーまたはコンピュータユーザーが世界中のど
こにいるかに関係なく、パケットに基づくテキスト、デジタル化された音声又はビデオ、
及びマルチメディアデータを２Ｍｂｐｓ以上の高速で携帯電話ユーザーまたはコンピュー
タユーザーに送信することができる一貫したサービスを提供する。仮想接続の概念の導入
により、ＵＭＴＳは、ネットワーク内の他のどの終端にも常に接続することができる。か
かる仮想接続は、インターネットプロトコル（Internet Protocol；以下、“ＩＰ”と称
する。）のようなパケットプロトコルを使用する“パケット交換方式の接続”を意味する
。
【０００３】
　多数のネットワーク個体が非同期伝達モード（Asynchronous Transfer Mode；ＡＴＭ）
で接続され、ゲートウェイノード（すなわち、ＧＧＳＮ（Gateway GPRS Support Node）
）を介して外部のパケットデータネットワークに接続されるＵＭＴＳシステムとは異なり
、機能強化された（Enhanced）-ＵＭＴＳ（Ｅ-ＵＭＴＳ）システムは、ネットワーク個体
間のＩＰに基づく接続を提供することにより、端末（User Equipment；以下、ＵＥと称す
る。）がパケットデータネットワークに接続するために経由する中間ノードの数を減少さ
せ、従って、高速のデータ送信を可能にする。
【０００４】
　典型的なＵＭＴＳシステムは、複数の無線アクセスネットワーク（Radio Access Netwo
rk；以下、“ＲＡＮ”と称する。）とＣＮとから構成される。ＲＡＮは、レイヤ１（Ｌ１
）及びＬ２プロトコルを担当し、ＵＥに無線で接続される。ＣＮは、Ｌ３プロトコルを担
当し、ＲＡＮを外部ネットワークに接続する。上記ＵＭＴＳシステムは、サービング無線
ネットワークシステム（Serving Radio Network System；以下、“ＳＲＮＳ”と称する。
）の再割当てを介したＬ２ハンドオーバと、サービングＧＰＲＳ支援ノード間（inter-Se
rving GPRS Support Node；以下、“ＳＧＳＮ”と称する。）ハンドオーバを介したＬ３
ハンドオーバと、を提供する。
【０００５】
　典型的なＵＭＴＳシステムがパケット交換基盤の３Ｇ移動通信ネットワークに進歩して
いくに伴い、相互に異なるＣＮ個体に属している複数のＲＡＮ間の迅速かつシームレスな
ハンドオーバの支援に対する必要性が高まっている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記背景に鑑みて、本発明の目的は、３Ｇ移動通信システムから開発されたパケット交
換基盤のネットワークにおけるコアネットワーク個体間の迅速かつシームレスなハンドオ
ーバを遂行する方法及び装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一の見地によれば、端末（ＵＥ）にアク
セス可能な複数の無線アクセスネットワーク（ＲＡＮｓ）と、複数の無線アクセスネット
ワークをインターネットプロトコルを介して外部ネットワークに接続するための複数のコ
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アネットワーク（ＣＮｓ）と、から構成されたパケット交換基盤のネットワークにおける
複数のコアネットワーク間ハンドオーバを遂行する方法は、上記ＵＥが旧ＲＡＮから新Ｃ
Ｎに属している新ＲＡＮに移動する場合には、上記旧ＲＡＮを介して旧ＣＮに接続された
上記ＵＥがセル情報を含む測定報告メッセージを上記旧ＲＡＮに送信するステップと、上
記旧ＲＡＮ及び上記新ＲＡＮのうちの少なくとも１つが、レイヤ３（Ｌ３）ハンドオーバ
が上記ＣＮ間で遂行されるものであるか否かを判定するステップと、上記Ｌ３ハンドオー
バが上記ＣＮ間で遂行されるものと判定される場合には、上記新ＲＡＮと上記新ＣＮとの
間でトンネルを確立するステップと、上記新ＲＡＮが上記旧ＣＮとの間でトンネルを確立
せず、上記ＵＥが上記旧ＲＡＮから上記新ＲＡＮへのハンドオーバを遂行し、上記ＵＥの
移動を感知する際に、上記新ＲＡＮがレイヤ２（Ｌ２）ハンドオーバ完了メッセージを上
記旧ＲＡＮに送信するステップと、上記ＵＥが、上記新ＲＡＮに移動した後に、上記新Ｃ
Ｎで使用する新ＩＰアドレスを取得し、上記Ｌ３ハンドオーバを遂行し、上記新ＲＡＮを
介して上記新ＣＮと通信するステップと、を含むことを特徴とする。
【０００８】
　本発明の他の見地によれば、パケット交換基盤のネットワークにおける複数のコアネッ
トワーク（ＣＮｓ）間ハンドオーバを遂行する装置は、旧ＣＮに属し、ハンドオーバを要
請する測定報告メッセージを端末（ＵＥ）から受信し、上記測定報告メッセージに応じた
ハンドオーバ要請メッセージを生成し、上記ＵＥのためのハンドオーバ命令メッセージを
受信し、上記ハンドオーバ命令メッセージを上記ＵＥに伝達する旧無線アクセスネットワ
ーク（ＲＡＮ）と、新ＣＮに属し、上記ハンドオーバ要請メッセージに応じた上記ハンド
オーバ命令メッセージを上記旧ＲＡＮに送信し、上記ＵＥのインターネットプロトコル（
ＩＰ）アドレスを上記新ＣＮのＩＰアドレスと比較することにより、レイヤ３（Ｌ３）ハ
ンドオーバが上記旧ＣＮと上記新ＣＮとの間で遂行されるものであるか否かを判定し、上
記旧ＣＮとトンネルを確立せず、上記新ＣＮとトンネルを確立する新ＲＡＮと、を含み、
上記ＵＥは、上記ハンドオーバ命令メッセージに応じて、ＲＡＮ間ハンドオーバを遂行し
た後に、上記新ＣＮで使用する新ＩＰアドレスを取得し、上記新ＩＰアドレスを用いて上
記Ｌ３ハンドオーバを遂行し、上記新ＲＡＮを介して上記新ＣＮと通信することを特徴と
する。
【０００９】
　本発明のさらなる他の見地によれば、パケット交換基盤のネットワークにおける複数の
コアネットワーク（ＣＮｓ）間ハンドオーバを遂行する装置は、旧ＣＮに属し、端末（Ｕ
Ｅ）からハンドオーバを要請する測定報告メッセージを受信し、上記測定報告メッセージ
に応じたハンドオーバ要請メッセージを生成し、上記ＵＥのためのハンドオーバ命令メッ
セージを受信し、上記ハンドオーバ命令メッセージを上記ＵＥに伝達し、上記ＵＥのイン
ターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを新ＣＮのＩＰアドレスと比較することにより、
レイヤ３（Ｌ３）ハンドオーバが上記旧ＣＮと上記新ＣＮとの間で遂行されるものである
か否かを判定する旧無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）と、新ＣＮに属し、上記ハンド
オーバ要請メッセージに応じた上記ハンドオーバ命令メッセージを上記旧ＲＡＮに送信し
、上記Ｌ３ハンドオーバが遂行されるか否かに従って、上記旧ＣＮとトンネルを確立せず
、上記新ＣＮとトンネルを確立する新ＲＡＮと、を含み、上記ＵＥは、上記ハンドオーバ
命令メッセージに応じて、ＲＡＮ間ハンドオーバを遂行した後に、上記新ＣＮで使用する
新ＩＰアドレスを取得し、上記新ＩＰアドレスを用いて上記Ｌ３ハンドオーバを遂行し、
上記新ＲＡＮを介して上記新ＣＮと通信することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明の実施形態によれば、パケット交換基盤のネットワークでは、Ｌ３ハンドオーバ
に伴うＬ２ハンドオーバ手続を簡素化する。したがって、Ｌ３ハンドオーバが迅速に提供
されることができるという長所を有する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
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　本発明の詳細な構成要素は、本発明の実施形態の包括的な理解を助けるために提供され
たものであり、ただ１つの実施形態にすぎない。したがって、本発明の範囲及び精神を逸
脱することなく様々な変形が可能であるということは、当該技術分野における通常の知識
を有する者には明らかである。また、明瞭性と簡潔性の観点から、本発明に関連した公知
の機能や構成に関する具体的な説明が本発明の要旨を不明瞭にすると判断される場合には
、その詳細な説明を省略する。
【００１２】
　以下のように、本発明の実施形態によれば、ＵＥは、相互に異なるコアネットワーク（
ＣＮ）に属している複数のＲＡＮ間を移動する場合には、ドメイン間ハンドオーバ（inte
r-domain handover）を遂行する。かかるドメイン間ハンドオーバは、ＵＥのレイヤ３（
Ｌ３）接続点（attachment point）が変更される場合、すなわち、ＣＮ間ハンドオーバを
介してＬ３接続点が変更される場合、または、機能強化された（Enhanced）３Ｇ移動通信
ネットワーク及び無線近距離ネットワーク（Wireless Local Area Network；以下、“Ｗ
ＬＡＮ”と称する。）間ハンドオーバを介してＬ３接続点が変更される場合にトリガーさ
れる。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態によるネットワーク構成を示す図である。上記ネットワーク
構成は、３Ｇ移動通信システムから開発されたパケット交換基盤のネットワークを含み、
３Ｇ長期的エボリューション（Long Term Evolution；ＬＴＥ）ネットワーク、すなわち
、エボリューション／エンハンスト（Evolution/Enhanced）ネットワークに適用されるこ
とができる。
【００１４】
　図１を参照すると、上記ネットワークは、ホームエージェント（Home Agent；以下、“
ＨＡ”と称する。）１１０の制御の下で、インターネットプロトコル（Internet Protoco
l；以下、“ＩＰ”と称する。）ネットワーク１００に接続される複数のエンハンスト（E
nhanced；Ｅ）-ＣＮ１０２ａ及び１０２ｂと、Ｅ-ＣＮ１０２ａ及び１０２ｂの各々に接
続される複数のＥ-ＲＡＮ（Radio Access Network）１０４及び１０６と、を含む。ここ
で、“Ｅ（Enhanced）”は、複数の個体がＩＰのようなパケット交換プロトコルを介して
相互通信することを意味する。パケットデータゲートウェイ（Packet Data Gateway；以
下、“ＰＤＧ”と称する。）１１２は、ＨＡ１１０に接続される。複数のＷＬＡＮ（Wire
less Local Area Network）アクセスゲートウェイ（Access Gateway）（以下、“ＷＡＧ
”と称する。）１１４は、ＰＤＧ１１２に接続され、複数のアクセスポイント（Access P
oint；ＡＰ）１１６は、複数のＷＡＧ１１４の各々に接続される。ＨＡ１１０が物理的に
独立した個体で示されたが、ＨＡ１１０は、Ｅ-ＣＮ１０２ａ及び１０２ｂに含まれてい
る論理的な個体で構成されてもよい。
【００１５】
　ＵＥ１０８は、Ｅ-ＣＮ１０２ａに属しているＥ-ＲＡＮ１０４ａからＥ-ＣＮ１０２ｂ
に属しているＥ-ＲＡＮ１０６ａに移動している間に、Ｌ２ハンドオーバ及びＬ３ハンド
オーバを同時に遂行する。同様に、ＵＥ１１８は、Ｅ-ＲＡＮ１０６ｂからＰＤＧ１１２
に属しているＡＰ１１６ａに移動する場合には、Ｌ２ハンドオーバ及びＬ３ハンドオーバ
を同時に遂行する。Ｌ２ハンドオーバは、よく知られたＷＬＡＮ Ｌ２プロトコルにより
遂行される。以下では、一例として、Ｅ-ＣＮ１０２ａ及び１０２ｂ間ハンドオーバを遂
行するＵＥ１０８の動作について説明する。
【００１６】
　図２は、本発明の実施形態によるハンドオーバ手続を示す概念図である。図２では、第
１のＥ-ＣＮに属している３つのＥ-ＲＡＮ Ａ、Ｂ、及びＣと第２のＥ-ＣＮに属している
２つのＥ-ＲＡＮ Ｄ及びＥとを示す。
【００１７】
　図２を参照すると、ＵＥは、Ｌ２ハンドオーバの前であるステップ１で、Ｅ-ＲＡＮ Ａ
を介して第１のＥ-ＣＮに接続される。ステップ２で、ＵＥは、Ｌ２ハンドオーバのフェ
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ーズ１を介してＥ-ＲＡＮ Ｂに移動し、Ｅ-ＲＡＮ Ｂ及びＥ-ＲＡＮ Ａを介して第１のＥ
-ＣＮに接続される。Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１が完了した後には、ステップ３で、
ＵＥは、Ｅ-ＲＡＮ Ｂを介して第１のＥ-ＣＮに接続され、すなわち、ＵＥは、ステップ
４で、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行する。ＵＥがＬ２ハンドオーバを介してＥ-
ＲＡＮ Ｃに移動すると、ＵＥは、Ｅ-ＲＡＮ Ｃ及びＥ-ＲＡＮ Ｂを介して第１のＥ-ＣＮ
に接続され、すなわち、ＵＥは、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１を遂行する。ステップ５
で、ＵＥは、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を完了し、Ｅ-ＲＡＮ Ｃを介して第１のＥ-
ＣＮに接続される。
【００１８】
　ステップ６で、ＵＥは、第１のＥ-ＣＮに属しているＥ-ＲＡＮ Ｃから第２のＥ-ＣＮに
属しているＥ-ＲＡＮ Ｄに移動する際に、ＵＥは、Ｅ-ＲＡＮ Ｄ及びＥ-ＲＡＮ Ｃを介し
て第１のＥ-ＣＮへのＬ２ハンドオーバのフェーズ１を遂行する。Ｅ-ＲＡＮ ＤへのＬ２
ハンドオーバを遂行する前、後、または間に、第２のＥ-ＣＮとＥ-ＲＡＮ Ｄとの間で新
たなデータ経路が設定され、Ｅ-ＲＡＮ Ｃにバッファリングされたデータは、Ｅ-ＲＡＮ 
Ｄを介してＵＥに伝達される。その後、ステップ７で、ＵＥは、Ｌ３ハンドオーバを遂行
することにより、Ｅ-ＲＡＮ Ｄを介して第２のＥ-ＣＮに直接接続することができる。従
って、ＵＥは、ステップ６からステップ７に直接進むことにより、上記ハンドオーバ手続
を簡素化する。
【００１９】
　上述したように、Ｌ２ハンドオーバ手続は、２つのフェーズに区分される。フェーズ１
において、Ｅ-ＣＮと旧Ｅ-ＲＡＮとの間の接続を保持しつつ、ＵＥは、旧Ｅ-ＲＡＮから
新Ｅ-ＲＡＮに移動する。図２において、ステップ１からステップ２へ、ステップ３から
ステップ４へ、ステップ５からステップ６へがフェーズ１に該当する。フェーズ２におい
て、Ｅ-ＣＮと新Ｅ-ＲＡＮとの間で新たなデータ経路を確立し、旧Ｅ-ＲＡＮは、バッフ
ァリングされたデータを新Ｅ-ＲＡＮを介してＵＥに伝達する。図２において、ステップ
２からステップ３へ、ステップ４からステップ５へがフェーズ２に該当する。
【００２０】
　ＵＥが相互に異なるＣＮに属している複数のＲＡＮ間を移動する場合には、Ｌ２ハンド
オーバ及びＬ３ハンドオーバが遂行される。本発明の好ましい実施形態によれば、フェー
ズ１は、Ｌ３ハンドオーバを遂行するための事前動作としてのＬ２ハンドオーバの間に遂
行されることにより、Ｌ３ハンドオーバ手続を簡素化する。ここでは、フェーズ２を省略
したＬ２ハンドオーバを簡素化した（light）Ｌ２ハンドオーバと称する。
【００２１】
　図３は、本発明の実施形態によるＬ２及びＬ３ハンドオーバ手続をより詳細に示す図で
ある。図３において、旧及び新Ｅ-ＣＮ３０２ａ及び３０２ｂは、ＨＡ３１０を介してＩ
Ｐネットワーク３００に接続される。旧及び新Ｅ-ＲＡＮ３０４ａ及び３０６ａは、旧及
び新Ｅ-ＣＮ３０２ａ及び３０２ｂにそれぞれ接続される。ＵＥ３０８は、旧Ｅ-ＲＡＮ３
０４ａから新Ｅ-ＲＡＮ３０６ａに移動する場合には、簡素化したＬ２ハンドオーバとと
もにＬ３ハンドオーバを遂行する。
【００２２】
　図３を参照すると、ステップ１で、ＵＥ３０８は、簡素化したＬ２ハンドオーバを介し
て旧Ｅ-ＲＡＮ３０４ａから新Ｅ-ＲＡＮ３０６ａに移動し、この際、ＵＥ３０８は、旧Ｅ
-ＲＡＮ３０４ａ及び新Ｅ-ＲＡＮ３０６ａを介して旧Ｅ-ＣＮ３０２ａに接続される。新
Ｅ-ＲＡＮ３０６ａと新Ｅ-ＣＮ３０２ｂとの間でトンネルが確立された後に、ステップ２
で、Ｌ３ハンドオーバが完了し、ＵＥ３０８は、新Ｅ-ＲＡＮ３０６ａを介して新Ｅ-ＣＮ
３０２ｂに接続される。
【００２３】
　以下では、機能強化された３Ｇ移動通信ネットワークにおいて、Ｅ-ＣＮ間ハンドオー
バを提供するための本発明の実施形態について説明する。本発明の実施形態は、簡素化し
たＬ２ハンドオーバ及びＬ３ハンドオーバを遂行するにあたり、新Ｅ-ＲＡＮがＬ３ハン
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ドオーバをトリガーリングすることを特徴とする。また、本発明の実施形態は、簡素化し
たＬ２ハンドオーバ及びＬ３ハンドオーバを遂行するにあたり、旧Ｅ-ＲＡＮがＬ３ハン
ドオーバをトリガーリングすることを特徴とする。
【００２４】
　図４は、本発明の実施形態による新Ｅ-ＲＡＮがＬ３ハンドオーバをトリガーリングす
る信号フローを示す図である。
　図４を参照すると、ＵＥは、無線関連情報（radio related information）を持続的に
集める。ステップ４０１で、ＵＥは、周期的に或いは所定の時間で、測定報告メッセージ
を用いて測定されたセルに関連した情報をＵＥに現在サービスを提供している旧Ｅ-ＲＡ
Ｎに送信する。上記測定報告メッセージは、ＵＥのＩＭＳＩ（International Mobile Sta
tion Identifier）と、ＵＥが現在使用中である旧ＩＰアドレス（以下、“ＩＰｏｌｄ”
と称する。）と、複数の隣接セルから収集されたセル測定値（cell Measurements）と、
を含むことができる。
【００２５】
　上記測定報告メッセージを受信すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記セル情報に基づいて、サ
ービングセルより高性能を提供しているセルがあるか否かを確認することにより、Ｌ２ハ
ンドオーバの遂行が必要とされるか否かを判定する。そのようなセル（すなわち、ターゲ
ットセル）が検索される場合には、ステップ４０３で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ハンドオー
バの遂行を決定し、上記ハンドオーバのためのターゲットセルを選択する。ステップ４０
５で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記ターゲットセルを管理する新Ｅ-ＲＡＮのルーティング（rout
able）アドレスを検索する。新Ｅ-ＲＡＮのアドレスは、旧Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＲＡＮとの
間のプロトコル種類に従って決定される。旧Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＲＡＮとの間のインターフ
ェースがＩＰに基づいて構成される場合には、新Ｅ-ＲＡＮのアドレスは、ＩＰアドレス
の形態となるのであろう。本明細書では、Ｅ-ＲＡＮ間の通信がＩＰを介してなされると
仮定する。
【００２６】
　ステップ４０７で、旧Ｅ-ＲＡＮは、ハンドオーバ（HandOver；ＨＯ）要請メッセージ
を新Ｅ-ＲＡＮに送信する。上記ＨＯ要請メッセージは、ＵＥのＩＭＳＩと、ＩＰｏｌｄ
と、ＵＥの加入者情報を含むＵＥコンテキストと、を含む。この際、Ｅ-ＲＡＮに送信さ
れた情報は、新Ｅ-ＲＡＮが簡素化したＬ２ハンドオーバを遂行するか否かを判定するた
めに使用される。
【００２７】
　上記ＨＯ要請メッセージを受信すると、新Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥのＬ２ハンドオーバ要請
を受諾するか否かを判定する。上記判定の結果、Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾される場合
には、ステップ４０９で、新Ｅ-ＲＡＮは、ＨＯ命令メッセージを含むＬ２ハンドオーバ
要請に応答する。上記ＨＯ命令メッセージは、ＵＥがＬ２ハンドオーバを遂行するために
必要とされる情報を含む。上記ＨＯ命令メッセージを受信すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステ
ップ４１１で、新Ｅ-ＲＡＮのアドレスを上記ＨＯ命令メッセージに追加した後に、この
メッセージをＵＥに伝達する。
【００２８】
　新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ４１３で、ＵＥのＩＰアドレスのプレフィックス（prefix）
を用いて、ＵＥのＬ２ハンドオーバのフェーズ２、すなわち、簡素化したＬ２ハンドオー
バをトリガーリングするか否かを判定する。本発明の実施形態では、ＵＥのＩＰｏｌｄの
プレフィックスが新Ｅ-ＲＡＮに接続された新Ｅ-ＣＮのプレフィックスと異なる場合、す
なわち、旧Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＲＡＮとが相互に異なるＥ-ＣＮに接続されている場合には
、新Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-ＣＮへの高速のＬ３ハンドオーバを支援するために、旧Ｅ-ＣＮ
へのデータ接続を確立するために使用されるフェーズ２を省略する。このように簡素化し
たＬ２ハンドオーバは、Ｌ２ハンドオーバの次にＬ３ハンドオーバが行われるドメイン間
ハンドオーバにおいて、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を省略することにより、不必要な
リソースの浪費を防止し、ＵＥの高速のＬ３ハンドオーバを支援する。
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【００２９】
　ステップ４１７で、ＵＥが新Ｅ-ＲＡＮへのＬ２ハンドオーバを遂行する間に、ステッ
プ４１５で、新Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-ＣＮとＬ３パケット送信のためのトンネルを確立する
。新Ｅ-ＲＡＮがＬ２ハンドオーバとともにＵＥの移動を感知する場合には、新Ｅ-ＲＡＮ
は、ステップ４１９で、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信する。旧Ｅ-ＲＡ
Ｎは、新Ｅ-ＲＡＮへのＬ２ハンドオーバが完了したことを確認し、ＵＥと関連したＵＥ
コンテキストを削除する。
【００３０】
　ステップ４１９で、新Ｅ-ＲＡＮは、旧Ｅ-ＣＮとのデータ送信経路を確立せずに、すな
わち、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行せずに、Ｌ２ハンドオーバを完了する。Ｌ２
ハンドオーバの後に、ステップ４２１で、ＵＥは、新Ｅ-ＲＡＮから旧Ｅ-ＲＡＮ及び旧Ｅ
-ＣＮを介してＨＡへ走る経路を介してパケットを送受信する。
【００３１】
　ステップ４０９で、ＨＯ命令メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信した後に、ステップ４１
３で、新Ｅ-ＲＡＮがＵＥの簡素化したＬ２ハンドオーバをトリガーリングするか否かを
判定するが、ステップ４１３は、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１が完了したステップ４０
７またはステップ４１７の後のどの時点でも遂行されることができる。
【００３２】
　ステップ４２３で、ＵＥは、新Ｅ-ＣＮで使用する新たなＩＰアドレス（ＩＰｎｅｗ）
を取得する。上記ＩＰｎｅｗを取得する様々な方法は、既に知られているので、ここでは
、明瞭性と簡潔性のために詳細に説明されない。ステップ４２５で、ＵＥは、自身に伝達
されるパケットを上記ＩＰｎｅｗにルーティングするようにするために、バインディング
更新（Binding Update）メッセージを通じて上記ＩＰｎｅｗをＨＡに登録する。上記バイ
ンディング更新メッセージは、上記ＩＰｎｅｗをＨＡに通知するために、ＵＥのホームア
ドレス（Home Address；ＨｏＡ）及び上記ＩＰｎｅｗを含む。上述した通り、ＨＡがＵＥ
のホームドメイン内の特定のＥ-ＣＮに含まれている場合には、上記バインディング更新
メッセージは、上記特定のＥ-ＣＮに送信される。上記バインディング更新メッセージの
構成及び送信は、ＩＰ移動性（Mobility）を提供するための既存の技術、例えば、移動Ｉ
Ｐバージョン４（Mobile IPv4）または移動ＩＰバージョン６（Mobile IPv6）を使用する
ことができる。
【００３３】
　ＨＡは、自身のバインディングキャッシュ（Binding Cache）に記憶されている上記Ｈ
ｏＡにマッピングされたＵＥの一時アドレスを上記ＩＰｎｅｗで更新する。その後、ＨＡ
は、ステップ４２７で、バインディング応答（Binding Acknowledgement）メッセージを
通じてバインディング更新を成功裡に完了したことをＵＥに通知する。既存の接続は、Ｈ
Ａと旧Ｅ-ＣＮとの間で解除され、ステップ４２９で、ＵＥに送信される全てのパケット
は、新Ｅ-ＣＮ及び新Ｅ-ＲＡＮを介してＵＥに伝達される。
【００３４】
　ＵＥは、ステップ４３１で、新Ｅ-ＲＡＮを介して上記Ｌ３ハンドオーバの完了を通知
するＬ３ ＨＯ完了指示メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信し、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ４
３１ａで、上記Ｌ３ ＨＯ完了指示メッセージを旧Ｅ-ＣＮに伝達する。ＵＥのための全て
のパケットを旧Ｅ-ＲＡＮに送信した後に、旧Ｅ-ＣＮは、ＵＥと関連したＵＥコンテキス
トを削除する。
【００３５】
　上記Ｌ３ ＨＯ完了指示メッセージを受信すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ４３３で、
バッファリングされた全てのデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝達する。この際、最後に
伝達されるパケットは、これ以上送信されるデータパケットがないことを新Ｅ-ＲＡＮに
通知するための“バッファリングされたデータの終了指示子（end indication of the bu
ffered data）”を含む。新Ｅ-ＲＡＮは、上記バッファリングされたデータの終了指示子
に応じて、旧Ｅ-ＲＡＮからの接続を明白に（explicitly）解除する。
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【００３６】
　本実施形態では、ステップ４３３で、上記バッファリングされたデータパケットが送信
された後に、旧Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＲＡＮとの間の接続がタイマーを用いて黙示的に解除さ
れる方法が使用されることができる。ステップ４２７で、ＵＥが上記バインディング応答
メッセージを受信して上記ＩＰｎｅｗを介したパケット送信を開始する場合には、これ以
上旧Ｅ-ＣＮへパケットが送信されない。また、上記ＩＰｎｅｗをソースアドレスとして
有するパケットが新Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＣＮとの間のトンネルを介して送信されるので、旧
Ｅ-ＣＮから旧Ｅ-ＲＡＮへのパケット送信は、所定の時間内に終了されることができる。
本発明の実施形態において、ステップ４３１及びステップ４３３は、ステップ４２７の前
に遂行されることができる。この場合に、新Ｅ-ＲＡＮは、旧Ｅ-ＲＡＮから受信されたバ
ッファリングされたデータパケットと新Ｅ-ＣＮから受信されたバッファリングされたデ
ータパケットとを再配列（re-ordering）した後に、上記再配列されたパケットを順次に
伝達する。
【００３７】
　以上のように、簡素化したＬ２ハンドオーバ及びＬ３ハンドオーバを完了した後に、Ｕ
Ｅは、ステップ４３５で、新Ｅ-ＲＡＮ及び新Ｅ-ＣＮを介してパケットを送受信する。
【００３８】
　図５は、本発明の実施形態によるＵＥの詳細な動作を示すフローチャートであって、Ｕ
Ｅは、パケットを送受信する。
　図５を参照すると、ステップ５０１で、ＵＥは、パケットを送受信している間に、候補
（Candidate）セルに関する情報を収集する。ステップ５０３で、ＵＥは、周期的にまた
は所定の条件が満足する場合に、ＵＥのＩＭＳＩを含む測定報告メッセージ及び収集され
たセル情報を旧Ｅ-ＲＡＮに送信する。本実施形態において、ＵＥは、ＵＥのＩＭＳＩだ
けではなく、Ｌ２ハンドオーバのためのＵＥにより選択されたターゲットセルに関する情
報を上記測定報告メッセージに含めることもできる。
【００３９】
　ステップ５０５で、ＵＥは、上記測定報告メッセージに応じたＨＯ命令メッセージを旧
Ｅ-ＲＡＮから受信する。上記ＨＯ命令メッセージは、ハンドオーバのための新Ｅ-ＲＡＮ
のアドレス情報を含む。ＵＥは、ステップ５０７で、新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を記憶
し、ステップ５０９で、新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を用いて新Ｅ-ＲＡＮへのＬ２ハンド
オーバを遂行する。したがって、ＵＥは、旧Ｅ-ＣＮ、旧Ｅ-ＲＡＮ、及び新Ｅ-ＲＡＮを
介してパケットを送受信する。
【００４０】
　ステップ５１１で、ＵＥは、新Ｅ-ＣＮで使用するＩＰｎｅｗを取得する。ここで、Ｕ
ＥがＩＰｎｅｗを取得する手続は、本発明の主な要旨とは直接関連していないので、明瞭
性と簡潔性のために、その詳細な説明を省略する。ステップ５１３で、ＵＥは、上記ＩＰ
ｎｅｗをＨＡに登録するために、バインディング更新メッセージをＨＡに送信する。上記
バインディング更新メッセージは、ＵＥの固有のＩＰアドレスであるＨｏＡを含み、上記
ＩＰｎｅｗは、ソースアドレスとして設定し、ＨＡのＨｏＡは、宛先アドレス（Destinat
ion Address）として設定する。ステップ５１５で、ＵＥは、ＵＥの旧ＩＰアドレスが上
記ＩＰｎｅｗで更新されたことを通知するバインディング更新応答メッセージをＨＡから
受信する。その後、ステップ５１７で、ＵＥは、Ｌ３ハンドオーバが完了したことを知ら
せるために、Ｌ３ ＨＯ完了指示メッセージを旧Ｅ-ＣＮに送信する。
【００４１】
　旧Ｅ-ＣＮは、ＵＥが他のネットワークに移動したことを認識し、ＵＥに関連したＵＥ
コンテキストを削除する。ＵＥコンテキストを削除する前に、旧Ｅ-ＣＮは、上記ＵＥコ
ンテキストを新Ｅ-ＣＮに伝達することができる。以上のように、Ｌ２ハンドオーバ及び
上記Ｌ３ハンドオーバを完了した後に、ＵＥは、新Ｅ-ＲＡＮ及び新Ｅ-ＣＮを介してパケ
ットの送受信を継続する。
【００４２】
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　Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥまたは他のＥ-ＲＡＮから受信されたメッセージを分析する。Ｌ２ハ
ンドオーバを要請する測定報告メッセージをＵＥから受信する場合には、Ｅ-ＲＡＮは、
旧Ｅ-ＲＡＮとして動作する。他のＥ-ＲＡＮからＨＯ要請メッセージを受信する場合には
、Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-ＲＡＮとして動作する。以下では、旧Ｅ-ＲＡＮ及び新Ｅ-ＲＡＮの
動作を区分して説明する。
【００４３】
　図６は、本発明の実施形態による旧Ｅ-ＲＡＮの動作を示すフローチャートである。
　図６を参照すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥとパケットの送受信を遂行する間に、ステッ
プ６０２で、測定報告メッセージをＵＥから受信し、ステップ６０４で、上記測定報告メ
ッセージに含まれたセル情報に基づいて、旧Ｅ-ＲＡＮが提供可能な無線性能を候補セル
の無線性能と比較する。上記測定報告メッセージが上記セル情報の代わりに、ＵＥにより
選択されたターゲットセルを示す情報を含む場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ６０６
へジャンプする。
【００４４】
　現在の無線性能より高性能を提供する候補セルがない場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステ
ップ６０２へ戻って、次の測定報告メッセージを受信する。他方、現在の無線性能より高
性能を提供する候補セルがある場合には、ステップ６０６で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記候補
セルをターゲットセルとして選択し、上記ターゲットセルを制御する新Ｅ-ＲＡＮのルー
ティングアドレスを検索する。ステップ６０８で、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＨＯ要請メッセージ
を新Ｅ-ＲＡＮに送信する。上記ＨＯ要請メッセージは、ＵＥのＩＭＳＩ、ＩＰｏｌｄ、
及びＵＥコンテキスト情報を含む。
【００４５】
　ステップ６１０で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記ＨＯ要請メッセージに応じたＨＯ命令メッセ
ージを新Ｅ-ＲＡＮから受信する。ステップ６１２で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記ＨＯ命令メッ
セージに新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を追加してＵＥに伝達する。旧Ｅ-ＲＡＮは、ステッ
プ６１４で、ＵＥのＬ２ハンドオーバを認識した新Ｅ-ＲＡＮからＬ２ ＨＯ完了メッセー
ジを受信し、ステップ６１６で、ＵＥに関するＵＥコンテキストを削除する。
【００４６】
　ステップ６１８で、旧Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-ＲＡＮを介してＬ３ ＨＯ完了指示メッセー
ジをＵＥから受信することにより、ＵＥが他のネットワークに移動したことを認識する。
ステップ６２０で、旧Ｅ-ＲＡＮは、旧Ｅ-ＣＮから受信されたＵＥのバッファリングされ
た全てのデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝達した後に、新Ｅ-ＲＡＮからのリンクを解除
する。
【００４７】
　図７は、本発明の実施形態による新Ｅ-ＲＡＮの動作を示すフローチャートである。
　図７を参照すると、ステップ７０２で、新Ｅ-ＲＡＮは、旧Ｅ-ＲＡＮからＨＯ要請メッ
セージを受信し、ステップ７０４で、上記ＵＥのＬ２ハンドオーバ要請を受諾するか否か
を判定する。上記Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾されることができない場合には、ステップ
７２６で、新Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ２ハンドオーバ要請を受諾することができない理由を
示す理由値（cause value）を含むＨＯ失敗（Fail）メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信した
後に、ハンドオーバ手続を終了する。
【００４８】
　上記Ｌ２ハンドオーバ要請を受諾する場合には、ステップ７０６で、新Ｅ-ＲＡＮは、
上記ＨＯ要請メッセージに含まれたＵＥのＵＥコンテキスト情報を記憶し、ステップ７０
８で、Ｌ３ハンドオーバ、すなわち、ＵＥのＬ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行するか
否かを判定する。フェーズ２は、上記ＨＯ要請メッセージに含まれたＵＥのＩＰｏｌｄの
プレフィックスを、専用リンクを介して新Ｅ-ＲＡＮに接続された新Ｅ-ＣＮのＩＰアドレ
スのプレフィックスと比較することによって遂行される。上記プレフィックスが相異であ
る場合には、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２がトリガーされない。他方、上記プレフ
ィックスが同一である場合には、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２は、トリガーされる
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。
【００４９】
　前者の場合、すなわち、簡素化したＬ２ハンドオーバを遂行する場合には、新Ｅ-ＲＡ
Ｎは、ステップ７１０で、ＵＥのＬ２ハンドオーバ要請が受諾されたことを通知するＨＯ
命令メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信すると同時に、ステップ７１２で、新Ｅ-ＣＮとトン
ネルを確立する。新Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＣＮとの間のＩＰトンネルは、ＵＥまたは特定のサ
ービスに対して確立されることができる。上記トンネルが確立された後に、新Ｅ-ＲＡＮ
は、ステップ７１４で、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１によるＵＥの移動を感知する
。ＵＥの移動を感知することにより、ＵＥが正常にＬ２ハンドオーバを遂行したことを確
認した新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ７１６で、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送
信する。旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥのためのパケットを伝達しつつ、ＵＥからのＬ３ ＨＯ完了
指示メッセージの受信を待機する。
【００５０】
　一方、ステップ７０８で、上記プレフィックスが同一である場合には、新Ｅ-ＲＡＮは
、ステップ７１８に進んで、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行する。ステップ７
１８で、新Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥのＬ２ハンドオーバ要請がＨＯ命令メッセージを通じて受
諾されたことを旧Ｅ-ＲＡＮに通知する。ステップ７２０で、新Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ハンド
オーバのフェーズ１を遂行したＵＥの移動を感知し、ステップ７２２で、パケット送信の
ために、旧Ｅ-ＣＮとのトンネルを確立する。その後、ステップ７２４で、新Ｅ-ＲＡＮは
、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信する。旧Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ２ハンド
オーバが完了したことを認識し、上記Ｌ２ ＨＯ完了メッセージに応じて、ＵＥコンテキ
ストを削除する。
【００５１】
　図８は、本発明の実施形態による旧Ｅ-ＲＡＮがＬ３ハンドオーバをトリガーリングす
る信号フローを示す図である。
【００５２】
　上記Ｌ３ハンドオーバは、２つの方式、Ａｌｔ１（ステップ８０７乃至ステップ８１３
）及びＡｌｔ２（ステップ８１５乃至ステップ８２３）で実現されることができる。Ａｌ
ｔ１において、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ ＨＯ要請メッセージを通じて簡素化したＬ２ハンド
オーバ及びＬ３ハンドオーバをトリガーリングする一方で、Ａｌｔ２において、旧Ｅ-Ｒ
ＡＮは、Ｌ２ ＨＯ要請メッセージに対する応答メッセージを受信した後に、簡素化した
Ｌ２ハンドオーバ及びＬ３ハンドオーバをトリガーリングする。旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ハ
ンドオーバのフェーズ２がＡｌｔ１及びＡｌｔ２で遂行される時点に関係なく、簡素化し
たＬ２ハンドオーバを遂行するか否かを判定する。
【００５３】
　図８を参照すると、ＵＥは、隣接セルから無線関連情報を持続的に収集する。ＵＥは、
ステップ８０１で、周期的に或いは所定の時間で、測定報告メッセージを、ＵＥを現在サ
ービスしている旧Ｅ-ＲＡＮに送信する。上記測定報告メッセージは、ＵＥのＩＭＳＩ及
び上記隣接セルに関するセル情報を含む。ステップ８０３で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記セル
情報に基づいて、サービングセルより高性能を提供するあるセルがあるか否かを確認する
ことにより、ＵＥから受信されたセル情報に基づいて、ＵＥのＬ２ハンドオーバを遂行す
るか否かを判定する。
【００５４】
　上記Ｌ２ハンドオーバの遂行を判定し、このようなセル（すなわち、ターゲットセル）
を感知するに際して、ステップ８０５で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記ターゲットセルを管理す
る新Ｅ-ＲＡＮのルーティングアドレスを検索する。ここで、新Ｅ-ＲＡＮのアドレスは、
旧Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-ＲＡＮとの間のプロトコル種類に従って決定される。旧Ｅ-ＲＡＮと
新Ｅ-ＲＡＮとの間のインターフェースがＩＰに基づいて構成されている場合には、新Ｅ-
ＲＡＮのアドレスは、ＩＰアドレスの形態となる。本実施形態では、Ｅ-ＲＡＮ間の通信
がＩＰを介してなされると仮定する。
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【００５５】
　まず、Ａｌｔ１を説明すると、ステップ８０７で、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥに対するＬ３
ハンドオーバを遂行するか否かを判定する。例えば、旧Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-ＲＡＮが属し
ている新Ｅ-ＣＮのＩＰアドレスのプレフィックスを旧Ｅ-ＲＡＮが属している旧Ｅ-ＣＮ
のＩＰアドレスのプレフィックスと比較する。上記プレフィックスが相異である場合には
、新Ｅ-ＲＡＮと旧Ｅ-ＣＮとの間でデータ経路が確立されるＬ２ハンドオーバのフェーズ
２をトリガーリングせず、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ３ハンドオーバを遂行することを決定する
。言い換えれば、上記旧Ｅ-ＲＡＮは、簡素化したＬ２ハンドオーバを遂行することを決
定する。
【００５６】
　ステップ８０９で、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥに対するＬ２ハンドオーバのフェーズ１を要
請するＨＯ要請メッセージを新Ｅ-ＲＡＮに送信する。上記ＨＯ要請メッセージは、ＵＥ
のＩＤ（すなわち、ＩＭＳＩまたはＩＰアドレス）及び上記Ｌ３ハンドオーバの準備を要
請するＬ３ハンドオーバ指示情報（indication for L3 Handover）を含む。ここで、上記
Ｌ３ハンドオーバ指示情報は、上記Ｌ３ハンドオーバ、すなわち、簡素化したＬ２ハンド
オーバが遂行されるか否かを示す。上述したように、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２は、
上記簡素化したＬ２ハンドオーバで遂行されない。
【００５７】
　上記ＨＯ要請メッセージを受信すると、新Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥに対するＬ２ハンドオー
バ要請を受諾するか否かを判定する。上記Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾される場合には、
新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ８１１で、上記Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾されることを示す
ＨＯ命令メッセージで、上記Ｌ２ハンドオーバ要請に応答する。上記ＨＯ命令メッセージ
は、上記Ｌ２ハンドオーバを遂行するために、ＵＥに必要とされる情報を含む。上記ＨＯ
命令メッセージを受信した場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ８１３で、新Ｅ-ＲＡＮの
アドレス情報をＨＯ命令メッセージに追加して、ＵＥに伝達する。
【００５８】
　次いで、Ａｌｔ２を説明すると、ステップ８１５で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ハンドオー
バを要請するＨＯ要請メッセージを新Ｅ-ＲＡＮに送信し、ステップ８１７で、上記Ｌ２
ハンドオーバ要請が受諾されることを示すＨＯ命令メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信す
る。旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ８１９で、新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を上記ＨＯ命令メッ
セージに追加して、ＵＥに伝達する。その後、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ８２１で、ＵＥ
に対するＬ３ハンドオーバを遂行するか否かを判定する。例えば、旧Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-
ＲＡＮが属している新Ｅ-ＣＮのＩＰアドレスのプレフィックスを旧Ｅ-ＲＡＮが属してい
る旧Ｅ-ＣＮのＩＰアドレスのプレフィックスと比較する。上記プレフィックスが相異で
ある場合には、新Ｅ-ＲＡＮと旧Ｅ-ＣＮとの間でデータ経路が確立されるＬ２ハンドオー
バのフェーズ２をトリガーリングせずに、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ３ハンドオーバを遂行する
ことを決定する。言い換えれば、簡素化したＬ２ハンドオーバを遂行することを決定する
。
【００５９】
　ステップ８２３で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２が遂行されないこ
とを新Ｅ-ＲＡＮに通知し、Ｌ３ハンドオーバのための新Ｅ-ＣＮとのトンネルの確立をト
リガーリングするために、Ｌ３ハンドオーバ委任（Commit L3 Handover）メッセージを新
Ｅ-ＲＡＮに送信する。新Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ３ハンドオーバ委任メッセージを受信するだけ
で、上記Ｌ３ハンドオーバのためのトンネルの確立がトリガーリングされたことを認識す
る。ここで、上記Ｌ３ハンドオーバ委任メッセージは、メッセージＩＤによって上記Ｌ３
ハンドオーバを示してもよく、Ｌ３ハンドオーバ指示情報を含んでもよい。Ａｌｔ２にお
いて、ステップ８２１を遂行するためには、Ｅ-ＣＮ及び該当するＥ-ＲＡＮが同一のネッ
トワークプレフィックスを使用することを前提としている。
【００６０】
　Ａｌｔ１またはＡｌｔ２において、上記Ｌ３ハンドオーバがトリガーリングされたこと
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を認識すると、ステップ８２５で、新Ｅ-ＲＡＮは、新Ｅ-ＣＮとパケット送信のためのト
ンネルを確立する。ステップ８２７で、ＵＥは、ステップ８１３またはステップ８１９の
ＨＯ命令メッセージに含まれている新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を用いて、新Ｅ-ＲＡＮへ
の簡素化したＬ２ハンドオーバを遂行する。ステップ８２９で、新Ｅ-ＲＡＮは、簡素化
したＬ２ハンドオーバによりＵＥの移動を感知し、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを旧Ｅ-ＲＡ
Ｎに送信する。上記Ｌ２ ＨＯ完了メッセージは、上記Ｌ２ハンドオーバが成功裡に完了
したことを旧Ｅ-ＲＡＮに通知する。その後、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥに関連したＵＥコンテ
キストを削除する。
【００６１】
　すなわち、ステップ８２９で、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行せずに、すなわち
、新Ｅ-ＲＡＮと旧Ｅ-ＣＮとの間のデータ接続を確立せずに、上記Ｌ２ハンドオーバを完
了する。したがって、ＵＥは、ステップ８３１で、新Ｅ-ＲＡＮ、旧Ｅ-ＲＡＮ、旧Ｅ-Ｃ
Ｎ、及びＨＡを介してパケットを送受信する。
【００６２】
　上記簡素化したＬ２ハンドオーバを完了した後に、ＵＥは、ステップ８３３で、新Ｅ-
ＣＮで使用するＩＰｎｅｗを取得し、ステップ８３５で、ＵＥ自身に伝達されるパケット
を上記ＩＰｎｅｗへルーティングするために、バインディング更新メッセージを用いて、
上記ＩＰｎｅｗをＨＡに登録する。上記バインディング更新メッセージは、上記ＩＰｎｅ
ｗをＨＡに通知するために、上記ＵＥのＨｏＡ及び上記ＩＰｎｅｗを含む。
【００６３】
　上記ＨＡは、自身のバインディングキャッシュに記憶されている上記ＨｏＡにマッピン
グされるＵＥの一時アドレスを上記ＩＰｎｅｗで更新する。その後、ＨＡは、ステップ８
３７で、バインディング更新が正常に完了したことを知らせるためのバインディング応答
メッセージをＵＥに送信する。その後、既存の接続は、ＨＡと旧Ｅ-ＣＮとの間で解除さ
れ、ＵＥに送信される全てのパケットは、ステップ８３９で、新Ｅ-ＣＮ及び新Ｅ-ＲＡＮ
を介してＵＥに伝達される。
【００６４】
　ＵＥは、ステップ８４１で、上記Ｌ３ハンドオーバが正常に完了したことを知らせるた
めのＬ３ハンドオーバ完了指示（L3 HO Complete indication）メッセージを新Ｅ-ＲＡＮ
を介して旧Ｅ-ＲＡＮに送信し、ステップ８４１aで、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ３ ＨＯ完了
指示メッセージを旧Ｅ-ＣＮに伝達することにより、旧Ｅ-ＣＮは、ＵＥに関連したＵＥコ
ンテキストを削除する。
【００６５】
　上記Ｌ３ ＨＯ完了指示メッセージを受信すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ８４３で、
バッファリングされた全てのデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝達する。この際、最後に
伝達されるパケットは、これ以上送信されるデータパケットがないことを新Ｅ-ＲＡＮに
通知するための“バッファリングされたデータの終了指示子（end indication of the bu
ffered data）”を含む。新Ｅ-ＲＡＮは、上記バッファリングされたデータの終了指示子
に応じて、旧Ｅ-ＲＡＮからの接続を明白に（explicitly）解除する。
【００６６】
　以上のように、簡素化したＬ２ハンドオーバ及びＬ３ハンドオーバを完了した後に、Ｕ
Ｅは、ステップ８４５で、新Ｅ-ＲＡＮ及び新Ｅ-ＣＮを介してパケットを送受信する。
【００６７】
　本発明の実施形態によれば、ＵＥは、図５に示したような同一の方式で動作し、Ｅ-Ｒ
ＡＮは、受信されたメッセージに基づいて、旧Ｅ-ＲＡＮまたは新Ｅ-ＲＡＮとして動作す
る。以下では、旧Ｅ-ＲＡＮ及び新Ｅ-ＲＡＮの動作をＡｌｔ１及びＡｌｔ２に区分して説
明する。
【００６８】
　図９は、本発明の実施形態によるＡｌｔ１における旧Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示すフ
ローチャートである。
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　図９を参照すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥとパケットの送受信を遂行する間に、ステッ
プ９０２で、測定報告メッセージをＵＥから受信し、ステップ９０４で、上記測定報告メ
ッセージに含まれているセル情報に基づいて、旧Ｅ-ＲＡＮが提供可能な無線性能を候補
セルの無線性能と比較する。上記測定報告メッセージがＵＥにより測定されたセル情報の
代わりに、ＵＥにより選択されたターゲットセルを示す情報を含む場合には、旧Ｅ-ＲＡ
Ｎは、ステップ９０６へジャンプする。
【００６９】
　現在の無線性能より高性能を提供する候補セルがない場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステ
ップ９０２へ戻って、次の測定報告メッセージを受信する。他方、現在の無線性能より高
性能を提供する候補セルがある場合には、ステップ９０６で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記候補
セルをターゲットセルとして選択し、上記ターゲットセルを制御する新Ｅ-ＲＡＮのルー
ティングアドレスを検索する。ステップ９０８で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ３ハンドオーバ、
すなわち、ＵＥに対するＬ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行するか否かを判定する。フ
ェーズ２は、上記ＨＯ要請メッセージに含まれているＵＥのＩＰｏｌｄのプレフィックス
を、専用リンクを介して新Ｅ-ＲＡＮに接続された新Ｅ-ＣＮのＩＰアドレスのプレフィッ
クスと比較することによって遂行される。上記プレフィックスが相異である場合には、上
記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２がトリガーされない。他方、上記プレフィックスが同一
である場合には、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２は、トリガーされる。
【００７０】
　前者の場合、すなわち、簡素化したＬ２ハンドオーバを遂行する場合には、旧Ｅ-ＲＡ
Ｎは、ステップ９２２で、簡素化したＬ２ハンドオーバを要請するためのＨＯ要請メッセ
ージを新Ｅ-ＲＡＮに送信する。上記ＨＯ要請メッセージは、上記簡素化したＬ２ハンド
オーバを遂行する予定であり、これにより、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１の後にＬ
３ハンドオーバが発生する予定であることを新Ｅ-ＲＡＮに知らせるためのＬ３ハンドオ
ーバ指示情報を含む。ステップ９２４で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記簡素化したＬ２ハンドオ
ーバ要請が受諾されることを示すＨＯ命令メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信する。ステ
ップ９２６で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記ＨＯ命令メッセージに新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を
追加して、ＵＥに伝達する。
【００７１】
　ステップ９２８で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信
し、ステップ９３０で、上記Ｌ２ ＨＯ完了メッセージに応じて、ＵＥと関連したＵＥコ
ンテキストを削除する。ステップ９３２で、Ｌ３ ＨＯ完了指示メッセージをＵＥから受
信すると、ステップ９３４で、旧Ｅ-ＲＡＮは、旧Ｅ-ＣＮから受信された、ＵＥのための
バッファリングされた全てのデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝達した後に、新Ｅ-ＲＡＮ
からのリンクを解除する。
【００７２】
　ステップ９０８で、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を遂行するものと判定される場合に
は、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ９１０で、Ｌ２ハンドオーバを要請するＨＯ要請メッセー
ジを新Ｅ-ＲＡＮに送信し、ステップ９１２で、上記Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾される
ことを示すＨＯ命令メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信する。ステップ９１４で、旧Ｅ-Ｒ
ＡＮは、上記ＨＯ命令メッセージに新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を追加して、ＵＥに伝達
する。上記ＨＯ命令メッセージを伝達した後に、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ９１６で、上
記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２をトリガーリングするために、Ｌ２ハンドオーバ委任メ
ッセージを旧Ｅ-ＣＮまたは新Ｅ-ＲＡＮに送信する。ＵＥが新Ｅ-ＲＡＮに移動して、上
記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２を完了すると、ステップ９１８で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ
２ ＨＯ完了指示メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信する。ステップ９２０で、旧Ｅ-ＲＡ
Ｎは、ＵＥのためのバッファリングされた全てのデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝達し
た後に、上記ＵＥコンテキストを削除する。
【００７３】
　図１０は、本発明の実施形態によるＡｌｔ１における新Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示す



(17) JP 2009-502090 A 2009.1.22

10

20

30

40

50

フローチャートである。
　図１０を参照すると、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１００２で、ＨＯ要請メッセージを旧
Ｅ-ＲＡＮから受信し、ステップ１００４で、ＵＥのＬ２ハンドオーバ要請を受諾するか
否かを判定する。上記Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾されることができない場合には、ステ
ップ１０２６で、新Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ２ハンドオーバ要請を受諾することができない
理由を示す理由値（cause value）を含むＨＯ失敗メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信した後
に、ハンドオーバ手続を終了する。
【００７４】
　上記Ｌ２ハンドオーバ要請を受諾する場合には、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１００６で
、上記ＨＯ要請メッセージに含まれているＵＥのＵＥコンテキスト情報を記憶し、ステッ
プ１００８で、上記ＨＯ要請メッセージが、ＵＥのＬ３ハンドオーバを遂行するものであ
るか否かを示すＬ３ハンドオーバ指示情報を含むか否かを確認する。上記Ｌ３ハンドオー
バ指示情報が含まれている場合には、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１０１０で、ＵＥに対す
るＬ２ハンドオーバ要請が受諾されることを通知するＨＯ命令メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮ
に送信し、ステップ１０１２で、新Ｅ-ＣＮとトンネルを確立する。上記トンネルが確立
された後に、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１０１４で、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１
によるＵＥの移動を感知する。ＵＥの移動を感知することにより、ＵＥがＬ２ハンドオー
バを正常に遂行したことを確認した新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１０１６で、Ｌ２ ＨＯ完了
メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信する。
【００７５】
　一方、ステップ１００８で、上記Ｌ３ハンドオーバ指示情報が含まれていない場合には
、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１０１８で、ＨＯ命令メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信し、ス
テップ１０２０で、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ１によるＵＥの移動を感知する。新
Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１０２２で、旧Ｅ-ＣＮとのパケット送信のためのトンネルを確立
する。その後、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１０２４で、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを旧Ｅ-
ＲＡＮに送信する。上記Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを受信すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ
２ハンドオーバが完了したことを認識し、バッファリングされた全てのデータパケットを
新Ｅ-ＲＡＮに伝達した後に、上記ＵＥコンテキストを削除する。
【００７６】
　図１１は、本発明の実施形態によるＡｌｔ２における旧Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示す
フローチャートである。
　図１１を参照すると、ＵＥとパケットの送受信を遂行する間に、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステ
ップ１１０２で、測定報告メッセージをＵＥから受信し、ステップ１１０４で、上記測定
報告メッセージに含まれているセル情報に基づいて、旧Ｅ-ＲＡＮが提供可能な無線性能
を候補セルの無線性能と比較する。上記測定報告メッセージがＵＥにより測定されたセル
情報の代わりに、ＵＥにより選択されたターゲットセルを示す情報を含む場合には、旧Ｅ
-ＲＡＮは、ステップ１１０６へジャンプする。
【００７７】
　現在の無線性能より高性能を提供する候補セルがない場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステ
ップ１１０２へ戻って、次の測定報告メッセージを受信する。他方、現在の無線性能より
高性能を提供する候補セルがある場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１１０６で、上記
候補セルをターゲットセルとして選択し、上記ターゲットセルを制御する新Ｅ-ＲＡＮの
ルーティングアドレスを検索する。旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１１０８で、簡素化したＬ
２ハンドオーバを要請するＨＯ要請メッセージを新Ｅ-ＲＡＮに送信し、ステップ１１１
０で、上記簡素化したＬ２ハンドオーバ要請が受諾されることを示すＨＯ命令メッセージ
を新Ｅ-ＲＡＮから受信する。旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１１１２で、上記ＨＯ命令メッセ
ージに新Ｅ-ＲＡＮのアドレス情報を追加して、ＵＥに伝達する。
【００７８】
　ステップ１１１４で、旧Ｅ-ＲＡＮは、Ｌ３ハンドオーバ、すなわち、ＵＥに対するＬ
２ハンドオーバのフェーズ２を遂行するか否かを判定する。フェーズ２は、上記ＨＯ要請
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メッセージに含まれているＵＥのＩＰｏｌｄのプレフィックスを、専用リンクを介して新
Ｅ-ＲＡＮに接続された新Ｅ-ＣＮのＩＰアドレスのプレフィックスと比較することによっ
て遂行される。上記プレフィックスが相異である場合には、上記Ｌ２ハンドオーバのフェ
ーズ２がトリガーされない。他方、上記プレフィックスが同一である場合には、上記Ｌ２
ハンドオーバのフェーズ２は、トリガーされる。
【００７９】
　上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２がトリガーされない場合、すなわち、簡素化したＬ
２ハンドオーバが遂行される場合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１１２２で、Ｌ３ハン
ドオーバ委任メッセージを新Ｅ-ＲＡＮに送信する。上記Ｌ３ハンドオーバ委任メッセー
ジは、上記Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２が遂行されず、上記Ｌ３ハンドオーバがすぐ遂
行される予定であることを通知し、上記Ｌ３ハンドオーバのための新Ｅ-ＲＡＮと新Ｅ-Ｃ
Ｎとの間のトンネルの確立を要請するために使用される。
【００８０】
　ステップ１１２４で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記簡素化したＬ２ハンドオーバが完了したこ
とを通知するＬ２ ＨＯ完了メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信する。ステップ１１２６で
、旧Ｅ-ＲＡＮは、ＵＥと関連したＵＥコンテキストを削除する。ステップ１１２８で、
Ｌ３ ＨＯ完了指示メッセージをＵＥから受信すると、旧Ｅ-ＲＡＮは、旧Ｅ-ＣＮから受
信された、ＵＥに対するバッファリングされた全てのデータパケットを新Ｅ-ＲＡＮに伝
達し、ステップ１１３０で、新Ｅ-ＲＡＮからのリンクを解除する。
【００８１】
　ステップ１１１４で、Ｌ２ハンドオーバのフェーズ２が遂行されるものと判定される場
合には、旧Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１１１６で、上記Ｌ２ハンドオーバを要請するＬ２ハ
ンドオーバ委任メッセージをＵＥに対するＬ２ハンドオーバのフェーズ２を開始する個体
、すなわち、旧Ｅ-ＣＮまたは新Ｅ-ＲＡＮに送信し、ステップ１１１８で、Ｌ２ ＨＯ完
了メッセージを新Ｅ-ＲＡＮから受信する。ステップ１１２０で、旧Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ
２ ＨＯ完了メッセージに応じて、上記ＵＥコンテキストを削除する。
【００８２】
　図１２は、本発明の実施形態によるＡｌｔ２における新Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示す
フローチャートである。
　図１２を参照すると、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１２０２で、ＨＯ要請メッセージを旧
Ｅ-ＲＡＮから受信し、ステップ１２０４で、ＵＥに対するＬ２ハンドオーバ要請を受諾
するか否かを判定する。上記Ｌ２ハンドオーバ要請が受諾されることができない場合には
、ステップ１２２４で、新Ｅ-ＲＡＮは、上記Ｌ２ハンドオーバ要請を受諾することがで
きない理由を示す理由値（cause value）を含むＨＯ失敗メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信
した後に、ハンドオーバ手続を終了する。
【００８３】
　上記Ｌ２ハンドオーバ要請を受諾する場合には、ステップ１２０６で、新Ｅ-ＲＡＮは
、上記ＨＯ要請メッセージに含まれているＵＥのＵＥコンテキスト情報を記憶する。ステ
ップ１２０８で、ＨＯ命令メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信した後に、新Ｅ-ＲＡＮは、ス
テップ１２１０で、Ｌ３ハンドオーバ委任メッセージの受信を待機する。上記Ｌ２ハンド
オーバが完了する前及び後の所定の時間内で、上記Ｌ３ハンドオーバ委任メッセージを旧
Ｅ-ＲＡＮから受信すると、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１２１２で、新Ｅ-ＣＮとトンネル
を確立する。上記トンネルが確立された後に、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１２１４で、Ｌ
３ハンドオーバによるＵＥの移動を感知する。その後、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１２１
６で、Ｌ２ ＨＯ完了メッセージを旧Ｅ-ＲＡＮに送信した後に、上記ハンドオーバ手続を
完了する。
【００８４】
　一方、上記所定の時間内で、Ｌ３ハンドオーバ委任メッセージが旧Ｅ-ＲＡＮから受信
されない場合には、新Ｅ-ＲＡＮは、ステップ１２１８で、ＵＥのＬ２ハンドオーバを感
知し、ステップ１２２０で、旧Ｅ-ＣＮとパケット送信のためのトンネルを確立する。新
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した後に、上記ハンドオーバ手続を完了する。
【００８５】
　なお、本発明の詳細な説明においては、具体的な実施の形態について説明したが、添付
された特許請求の範囲により規定されるような本発明の精神及び範囲から逸脱することな
く、形式や細部についての種々の変形が可能であることは、当業者によって理解されるで
あろう。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の実施形態によるネットワーク構成を示す図である。
【図２】本発明の実施形態によるハンドオーバ手続を示す概念図である。
【図３】本発明の実施形態によるＬ２及びＬ３ハンドオーバ手続をより詳細に示す図であ
る。
【図４】本発明の実施形態による新Ｅ-ＲＡＮがＬ３ハンドオーバをトリガーリングする
信号フローを示す図である。
【図５】本発明の実施形態によるＵＥの詳細な動作を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施形態による旧Ｅ-ＲＡＮの動作を示すフローチャートである。
【図７】本発明の実施形態による新Ｅ-ＲＡＮの動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態による旧Ｅ-ＲＡＮがＬ３ハンドオーバをトリガーリングする
信号フローを示す図である。
【図９】本発明の実施形態によるＡｌｔ１における旧Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示すフロ
ーチャートである。
【図１０】本発明の実施形態によるＡｌｔ１における新Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示すフ
ローチャートである。
【図１１】本発明の実施形態によるＡｌｔ２における旧Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示すフ
ローチャートである。
【図１２】本発明の実施形態によるＡｌｔ２における新Ｅ-ＲＡＮの詳細な動作を示すフ
ローチャートである。
【符号の説明】
【００８７】
　１００　　　インターネットプロトコル（ＩＰ）ネットワーク
　１０２ａ，１０２ｂ　　　エンハンスト（Ｅ）-ＣＮ
　１０４，１０６　　　Ｅ-ＲＡＮ
　１０８　　　ＵＥ
　１１０　　　ホームエージェント（ＨＡ）
　１１２　　　パケットデータゲートウェイ
　１１４　　　ＷＬＡＮ（Wireless Local Area Network）アクセスゲートウェイ
　１１６　　　アクセスポイント
　３００　　　ＩＰネットワーク
　３０２ａ，３０２ｂ　　　旧及び新Ｅ-ＣＮ
　３１０　　　ＨＡ
　３０４ａ，３０６ａ　　　旧及び新Ｅ-ＲＡＮ
　３０８　　　ＵＥ
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